
山地の樹幹または岩石の上に着生する。根茎は細長く匍匐し、まばらに葉をつける。葉は革質で、長さ7-

13mm、幅5-10mm、円頭、基部は無柄。花茎は葉の基部から出て糸状、長さ7-10mm、基部に小型の鱗

片葉があり、5-6月に1花をつける。

生育地が新たに確認された。2020年版でBランクからCランクに変更した。

岩場の保全が重要である。

C

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Bulbophyllum  drymoglossum  Maxim. ex Okubo

観賞用等採取 特異な生態 ○ 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、西宮市、宝塚市、三田市、西脇市、加東市、多可町、
姫路市、市川町、神河町、宍粟市、たつの市、上郡町、養父
市、丹波篠山市、丹波市

■ 国内分布

本州（関東以西）、四国、九州、琉球諸島

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

ラン科

兵庫県ランク…マメヅタラン
環境省ランク… NT


